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含
ま
れ
る
。

　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
加
齢
に
伴
う
筋
肉
量
低

下
、
筋
力
低
下
、
身
体
機
能
の
低
下
（
歩
行

速
度
低
下
な
ど
）
の
３
つ
の
要
因
を
含
み
、

フ
レ
イ
ル
の
Ｊ-

Ｃ
Ｈ
Ｓ
基
準
に
も
握
力
低

下
と
歩
行
速
度
低
下
の
２
項
目
が
入
っ
て
お

り
、フ
レ
イ
ル
の
中
核
を
な
す
概
念
で
あ
る
。

　

フ
レ
イ
ル
の
診
断
で
は
、Fried

（2001

）

ら
の
方
法
が
世
界
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
高

齢
期
に
起
こ
り
や
す
い
５
つ
の
特
徴
（
体
重
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健
康
寿
命
と
平
均
寿
命

　

健
康
寿
命
と
は
、
日
常
的
に
介
護
を
必
要

と
し
な
い
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
期
間

を
さ
す
。
２
０
１
６
年
の
厚
生
労
働
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性

81
歳
、
女
性
87
歳
、
健
康
寿
命
は
男
性
で

72
歳
、
女
性
75
歳
で
あ
る
。
平
均
寿
命
と

健
康
寿
命
の
間
に
は
、
女
性
で
12
年
、
男

性
で
９
年
の
差
が
あ
る
た
め
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
65
歳
以
上
の
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
原
因
（
２
０
１
６
年
厚
生
労
働
省
調
査
）

で
は
、
認
知
症
（
25
％
）、
脳
血
管
疾
患

（
18
％
）、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
（
フ
レ
イ
ル
）

（
12
％
）、
骨
折
・
転
倒
（
11
％
）、
関
節
疾

患
（
７
％
）
の
順
に
多
い
。
認
知
症
、
脳
血

管
疾
患
、
フ
レ
イ
ル
は
健
康
寿
命
を
阻
害
す

る
主
要
な
原
因
で
あ
り
、
お
互
い
に
関
連
性

が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

フ
レ
イ
ル
と
は

　

フ
レ
イ
ル
は
加
齢
と
と

も
に
心
身
の
活
力
が
低
下

し
、
生
活
機
能
障
害
、
要

介
護
状
態
、
そ
し
て
死

亡
な
ど
の
危
険
性
が
高
く

な
っ
た
状
態
で
あ
る
。
フ

レ
イ
ル
は
自
立
と
要
介
護

状
態
の
中
間
に
位
置
し
、

適
切
な
介
入
・
支
援
に
よ

り
生
活
機
能
の
維
持
向
上

が
可
能
と
さ
れ
る
（
図

１
）。
フ
レ
イ
ル
に
は
多

面
性
が
あ
り
、筋
力
低
下
、

歩
行
能
力
の
低
下
な
ど
の

身
体
的
要
因
だ
け
で
な

く
、
認
知
機
能
障
害
、
う

つ
な
ど
の
精
神
・
心
理
的

要
因
、
独
居
、
経
済
的
困

窮
な
ど
の
社
会
的
要
因
が

減
少
、筋
力
低
下
、疲
労
感
、歩
行
速
度
低
下
、

低
活
動
性
）
の
う
ち
３
つ
以
上
該
当
す
る
場

合
を
フ
レ
イ
ル
と
診
断
す
る
。
こ
れ
を
日
本

語
訳
し
た
も
の
が
Ｊ-

Ｃ
Ｈ
Ｓ
（Japanese 

version of the Cardiovascular Health 
Study

）
基
準
で
あ
る
（
表
１
）
１
）。
こ
の

Ｊ-

Ｃ
Ｈ
Ｓ
基
準
を
用
い
た
フ
レ
イ
ル
の
有

病
率
は
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
上
昇
し
、
地
域

在
住
高
齢
者
に
お
い
て
65
～
74
歳
で
４
％
、

75
～
84
歳
で
16
％
、
85
歳
以
上
で
34
％
と

１
９
８
２
年	

東
京
医
科
大
学
卒
業

１
９
８
４
年
９
月
～
１
９
８
６
年
３
月　
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
臨
床
病
理
部
で
神
経
病
理
研
究

１
９
９
１
年
６
月	

東
京
医
科
大
学　
老
年
病
学
教
室　
助
手

１
９
９
７
年
４
月	

東
京
医
科
大
学　
老
年
病
学
教
室　
講
師

２
０
１
１
年
１
月	

東
京
医
科
大
学　
老
年
病
学
教
室　
准
教
授　

２
０
１
２
年
12
月	

東
京
医
科
大
学
病
院　
総
合
相
談･

支
援
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
併
任

２
０
１
５
年
９
月	

東
京
医
科
大
学
病
院　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
併
任

２
０
１
５
年
12
月	

東
京
医
科
大
学		

高
齢
総
合
医
学
分
野（
高
齢
診
療
科
）教
授

２
０
２
０
年
４
月	

東
京
医
科
大
学
病
院　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
併
任

　
　
現
在
に
至
る

　
日
本
老
年
医
学
会
専
門
医・指
導
医（
幹
事
、代
議
員
）

　
日
本
認
知
症
学
会
専
門
医・指
導
医（
評
議
員
）	

　
日
本
神
経
学
会
専
門
医・指
導
医

略
　
歴

主
な
役
職
等

健康

自立

加齢
死亡フレイル

適切な介入・支援により、生活機能の維持向上が可能

要介護状態

表1　フレイルの診断（J-CHS基準）

〈該当項目数〉
０項目：健康　1〜2項目：プレフレイル　3項目以上：フレイル

項　目 評 価 基 準

体重減少 6ヵ月で、2~3kg以上の体重減少

筋力低下 握力：男性＜26kg、女性＜18kg

疲労感 （ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする

歩行速度 通常歩行速度＜1.0m/秒

身体活動
①軽い運動・体操をしていますか?
②定期的な運動・スポーツをしていますか?
上記の2つのいずれも ｢していない｣ と回答

図１　フレイルは可逆的である
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報
告
さ
れ
て
い
る
２
）。

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
（
厚
生
労
働
省

２
０
０
６
年
）
は
要
介

護
に
至
る
危
険
性
の

高
い
高
齢
者
の
抽
出

を
目
的
と
し
て
作
成

さ
れ
た
自
記
式
質
問
票

で
、
フ
レ
イ
ル
の
評
価

に
も
有
用
で
広
く
用

い
ら
れ
て
い
る
（
図

２
）。Satake

ら
は
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

用
い
て
、
25
項
目
の
う

ち
８
項
目
以
上
で
フ
レ

イ
ル
と
判
定
す
る
と
、

１
年
後
の
要
支
援
・
介
護
は
５
倍
、
死
亡
は

４
倍
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
３
）。

認
知
症
と
フ
レ
イ
ル
の
関
連

 

フ
レ
イ
ル
の
頻
度
は
、

　

 一般
高
齢
者
≪
認
知
症
≪
脳
血
管

障
害
を
伴
う
認
知
症

の
順
に
高
い

　

一
般
高
齢
者
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
は
10
％

程
度
の
有
病
率
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
認

知
症
者
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
併
存
率
は
高

い
。
認
知
症
の
な
い
８
２
３
名
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
３
年
間
の
縦
断
研
究
で
は
、

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
時
に
フ
レ
イ
ル
の
高
齢
者
が

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
（Alzheimer 

dementia:AD

）
を
発
症
す
る
ハ
ザ
ー
ド
比

は
２
．
10（
95
％
信
頼
区
間
：
１
．
27
～
３
．

46
）
で
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
が
Ａ
Ｄ
発
症
の

危
険
因
子
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
４
）。

　

Ａ
Ｄ
高
齢
者
で
は
、
脳
血
管
障
害

（Cerebro-vascular disease: CVD

）
を
合

併
す
る
頻
度
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
我
々
は
Ｊ-

Ｃ
Ｈ
Ｓ
基
準
を
用
い
て
、

65
歳
以
上
の
Ａ
Ｄ
高
齢
者
（
82
名
）
と
Ａ

Ｄ+

Ｃ
Ｖ
Ｄ
高
齢
者
（
25
名
）
の
両
者
に

対
し
て
、
フ
レ
イ
ル
、
プ
レ
フ
レ
イ
ル
の
頻

度
を
調
べ
た
。
Ａ
Ｄ+

Ｃ
Ｖ
Ｄ
群
（
フ
レ
イ

ル
40
％
、
プ
レ
フ
レ
イ
ル
52
％
）
は
Ａ
Ｄ

群
（
フ
レ
イ
ル
16
％
、プ
レ
フ
レ
イ
ル
38
％
）

No 質問項目

手段的ADL
１ バスや電車で1人で外出していますか ０．はい １．いいえ
２ 日用品の買い物をしていますか ０．はい １．いいえ
３ 預貯金の出し入れをしていますか ０．はい １．いいえ

社会的ADL
４ 友人の家を訪ねていますか ０．はい １．いいえ
５ 家族や友人の相談にのっていますか ０．はい １．いいえ

運動・転倒

６ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか ０．はい １．いいえ
７ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか ０．はい １．いいえ
８ 15分くらい続けて歩いていますか ０．はい １．いいえ
９ この1年間に転んだことがありますか １．はい ０．いいえ
10 転倒に対する不安は大きいですか １．はい ０．いいえ

栄養
11 6ヵ月間で2〜3kg以上の体重減少がありましたか １．はい ０．いいえ
12 身長　　　cm、　体重　　　kg　（BMI=　　　）

口腔機能
13 半年前に比べて固い物が食べにくくなりましたか １．はい ０．いいえ
14 お茶や汁物でむせることがありますか １．はい ０．いいえ
15 口の渇きが気になりますか １．はい ０．いいえ

閉じこもり
16 週に1度以上は外出していますか ０．はい １．いいえ
17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか １．はい ０．いいえ

認知症
18 周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われますか １．はい ０．いいえ
19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか ０．はい １．いいえ
20 今日が何月何日かわからないときがありますか １．はい ０．いいえ

うつ

21 （ここ2週間）毎日の生活に充実感がない １．はい ０．いいえ
22 （ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった １．はい ０．いいえ
23 （ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる １．はい ０．いいえ
24 （ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない １．はい ０．いいえ
25 （ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする １．はい ０．いいえ

〈該当点数〉0〜3点：健康　4〜7点：プレフレイル　8点以上：フレイル

0%

20%

40%

60%

80%

100%
フレイル

■Nonfrail　■Prefrail　■Frail

プレフレイル

ノンフレイル

AD AD+CVD

40%

52%

8%

16%

38%

46%

図3　CVDを伴うADはフレイルの頻度が高い

図２　基本チェックリスト（フレイルの評価）
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と
比
べ
て
有
意
に
フ
レ
イ
ル
、
プ
レ
フ
レ
イ

ル
の
頻
度
が
高
か
っ
た
（
図
３
）
５
）。

フ
レ
イ
ル
へ
の
対
応

　

フ
レ
イ
ル
診
療
ガ
イ
ド
２
０
１
８
に
よ
れ

ば
、
フ
レ
イ
ル
に
対
す
る
運
動
介
入
は
、
歩

行
、
筋
力
、
身
体
運
動
機
能
、
日
常
生
活
活

動
度
を
改
善
し
、
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
予
防

し
得
る
た
め
推
奨
さ
れ
る
。
フ
レ
イ
ル
の
発

症
・
進
行
を
予
防
す
る
た
め
の
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
（
ス

ク
ワ
ッ
ト
な
ど
）、
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
推
奨
さ
れ
る
１
）。
フ
レ
イ
ル
な
Ａ
Ｄ
や
認

知
症
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
運
動
は
、
対
照
群
と
比
較
し
て
、
筋
力
や

身
体
機
能
が
有
意
に
改
善
し
た
。
認
知
症
者

に
お
い
て
も
、
各
個
人
に
合
わ
せ
た
運
動
に

よ
り
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
や
フ
レ
イ
ル
を
改
善
さ

せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
６
）。

　

栄
養
状
態
は
フ
レ
イ
ル
と
関
連
が
あ

る
１
）
。
特
に
血
清
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
低
値
は
フ

レ
イ
ル
の
リ
ス
ク
と
な
る
。
地
中
海
食
を
は

じ
め
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
良
質
な
食
事
は
フ

レ
イ
ル
を
予
防
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
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作
成
委
員
会
編
．
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、
フ

レ
イ
ル
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
行
う

か
．
認
知
症
疾
患
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
１
７
．
１
０
１
─
１
０
２　

医
学

書
院 

２
０
１
７

第10回日本認知症予防学会学術集会
　　　　　2021年
　　　　　6月24日（木曜日）～26日（土曜日）
　　　　　パシフィコ横浜　ノース

プログラム日程を調整の上、個別に運営事務局よ
りご連絡させていただきます。

（現状では、延期前の日程をスライドさせていただ
く予定です）

延期前の協賛社様へプログラム日程のご案内とと
もに再度ご協力の依頼をさせていただきます。

新たな演題募集期間が決定次第、HP上にてご案
内いたします。

開催日程

会　　場

 1 ．プ ロ グ ラム 登 壇 者（ 座 長 ・演 者 ）の 皆 様

 2 ．協 賛 企 業 の 各 社 様

 3 ．演 題 募 集 に つ い て
パシフィコ横浜 ノース

浦上 克哉 鳥取大学医学部保健学科生体制御学講座 環境保健学分野 教授

〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい1-1-1

h t t p : / / j s d p 2 0 2 0 . u m i n . j p /

大会長

内門 大丈 医療法人社団みのり会湘南いなほクリニック 院長

鈴木 正彦 東京慈恵会医科大学葛飾医療センター脳神経内科 教授

副大会長

副大会長
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認
知
症
の
薬
物
治
療

医
療
法
人
社
団
礼
恵
会
む
す
び
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク
渋
谷　

荒
川 

千
晶

【
は
じ
め
に
】

　

認
知
症
の
治
療
は
大
別
す
る
と
、
薬
物
療

法
と
非
薬
物
療
法
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
を
代
表
と
す
る
多

く
の
認
知
症
に
お
い
て
、
根
本
的
治
療
薬
は

存
在
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
は
記
憶
障

害
な
ど
の
中
核
症
状
の
進
行
と
と
も
に
、
行

動
心
理
症
状
が
重
な
り
合
い
、
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
に
困
難
が
生
じ
ま
す
。

　

認
知
症
の
治
療
の
目
標
は
、
中
核
症
状
の

進
行
を
緩
徐
に
し
、
行
動
心
理
症
状
を
和
ら

げ
、
そ
し
て
生
活
の
質
を
改
善
す
る
こ
と
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。
認
知
症
の
本
人
の
み
で

は
な
く
、
ケ
ア
を
し
て
い
る
家
族
な
ど
の
介

護
者
に
も
注
目
し
て
治
療
を
展
開
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
本
稿
で
は
認
知
症
の
薬
物
療

法
に
関
し
て
概
説
い
た
し
ま
す
。

【
認
知
症
の
薬
物
治
療
】

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
関
す
る
治

療
で
は
、
中
核
症
状
の
進
行
抑
制
に
対
し
て

コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
や
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ａ

受
容
体
拮
抗
薬
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
行

動
心
理
症
状
の
改
善
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ら

に
加
え
て
漢
方
薬
や
抗
精
神
病
薬
、
抗
う
つ

薬
な
ど
を
患
者
に
応
じ
て
使
用
し
ま
す
。

　

コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
は
現
在
３

種
類
処
方
可
能
で
す
（
図
１
）。
ド
ネ
ペ
ジ

ル
、
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
、
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
の

３
種
類
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
に
対
し
て
適
応
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ド
ネ
ペ
ジ
ル
の
み
が
高
度
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
に
対
し
て
も
処
方
が
可
能

で
あ
り
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
に
対
し
て

も
保
険
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
剤
の
比
較

に
お
い
て
は
、
認
知
機
能
の
進
行
抑
制
に
関

し
て
有
意
差
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
（
図

２
）
１
）。

　

Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ａ 

受
容
体
拮
抗
薬
で
あ
る
メ
マ

ン
チ
ン
は
、
中
等
度
～
高
度
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
に
対
し
て
用
い
ら
れ
、
中
核

症
状
の
進
行
抑
制
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す

が
、
興
奮
・
攻
撃
性
や
易
刺
激
性
な
ど
の
行

動
心
理
症
状
を
改
善
さ
せ
る
効
果
が
報
告
さ

れ
て
お
り
２
）、
実
臨
床
で
は
そ
の
目
的
に
処

方
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

興
奮
や
攻
撃
性
に
対
し
て
は
、
抑
肝
散
な
ど

の
漢
方
薬
が
有
効
な
こ
と
も
多
く
経
験
し
ま

す
が
、
偽
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
か
ら
の
低

カ
リ
ウ
ム
血
症
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ク

エ
チ
ア
ピ
ン
や
リ
ス
ペ
リ
ド
ン
の
よ
う
な
抗

精
神
病
薬
の
使
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
傾
眠
や
ふ
ら
つ
き
な
ど
か

ら
転
倒
す
る
リ
ス
ク
も
上
昇
し
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ニ
ズ
ム
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
漫
然
と
投
与
す
る
の
で
は
な
く
、
症

状
の
改
善
に
応
じ
て
減
量
／
中
止
を
常
に
念

頭
に
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
バ
ル
プ
ロ
酸

や
カ
ル
バ
マ
ゼ
ピ
ン
の
よ
う
な
抗
て
ん
か
ん

薬
も
鎮
静
作
用
が
あ
り
、
臨
床
の
現
場
で
は

用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
カ
ル
バ

マ
ゼ
ピ
ン
に
は
皮
疹
の
副
作
用
が
あ
る
た
め

留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
。

い
ず
れ
の
行
動
心
理
症
状
に
お
い
て
も
、
症

状
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
要
因
を
検
索
し
、

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
な

プ
ロ
セ
ス
と
な
り
ま
す
。
体
調
を
悪
化
さ
せ

て
い
る
よ
う
な
身
体
疾
患
が
な
い
か
、
環
境

の
変
化
が
な
い
か
、
ケ
ア
が
適
切
に
な
さ
れ

て
い
た
か
な
ど
の
要
因
を
詳
し
く
調
べ
、
可

能
性
の
あ
る
要
因
に
は
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る

こ
と
が
先
決
で
す
。
あ
く
ま
で
も
行
動
心
理

症
状
に
対
す
る
薬
物
療
法
は
一
時
し
の
ぎ
の

治
療
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
薬
剤
を

減
量
／
中
止
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
を
処
方
す

ドネペジル ガランタミン リバスチグミン

商品名 アリセプト レミニール リバスタッチパッチ
イクセロンパッチ

作用機序 AChE阻害作用 AChE阻害作用
ニコチン受容体刺激作用

AchE阻害作用
BuChE阻害作用

適応 軽度～高度 軽度・中等度 軽度・中等度

投与方法 １日１回 内服 １日２回 内服 １日１回 貼付

投与量
３mg/日 ２週間
５mg/日 維持量
（４週間以上経過後）
10mg/日 最大量

８mg/日 ４週間
16mg/日 維持量
（４週間以上経過後）
24mg/日 最大量

9.0mg/日 ４週間
18.0mg/日 維持量

認知機能（A薬 vs B薬）
Direct Comparison
ドネペジル vs ガランタミン （Jones 2004）
ドネペジル vs リバスチグミン（Wilcock 2003）
ガランタミン vs リバスチグミン（Wilkinson 2002）

Adjusted Indirect Comparison
ドネペジル vs ガランタミン
ドネペジル vs リバスチグミン
ガランタミン vs リバスチグミン

行動心理症状（A薬 vs B薬）
Direct Comparison
ドネペジル vs リバスチグミン（Bullock 2005）

Adjusted Indirect Comparison
ドネペジル vs ガランタミン

Weighted Mean Difference（ADAS-Cog）

Weighted Mean Difference（NPI）

Aが良い Bが良い-4          -2          0           2           4

Aが良い Bが良い-4          -2          0           2           4

図1　コリンエステラーゼ阻害薬の種類
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る
上
で
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

な
こ
と
の
一
つ
が
投
与
方
法
の
相
違
に
あ
り

ま
す
。
ド
ネ
ペ
ジ
ル
は
１
日
１
回
の
内
服
で

良
い
の
に
対
し
て
、
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
は
１
日

２
回
の
内
服
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
リ
バ
ス

チ
グ
ミ
ン
は
１
日
１
回
の
貼
付
剤
と
い
う
特

性
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
は
複
数
の
病
気
に

罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
数
か
所
の
病

院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
処
方
箋
を
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
必
然
的

に
処
方
薬
の
種
類
も
多
数
と
な
り
、
ま
た
薬

剤
の
一
包
化
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
頻
繁

に
経
験
し
ま
す
。
６
種
類
以
上
の
内
服
で
は

有
害
事
象
が
増
加
し
３
）、
５
種
類
以
上
の
内

服
で
は
転
倒
の
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
４
）

と

い
う
報
告
も
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
認
知
症
患

者
は
本
人
の
み
で
は
決
め
ら
れ
た
通
り
の
服

薬
が
困
難
な
場
合
が
多
い
た
め
、
服
薬
内
容

や
投
与
方
法
、
投
与
回
数
、
投
与
環
境
を
調

整
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
や
多
剤
内
服
の
観
点

も
踏
ま
え
て
、
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害

薬
な
ど
の
治
療
薬
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
理
想
的
に
は
処
方
す
る
医
療
機
関
を

可
能
な
限
り
ま
と
め
、
内
服
薬
は
一
包
化
で

き
る
よ
う
に
地
域
と
連
携
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
は
肝
臓
や
腎
臓
に
お
け
る
薬
物
代

謝
能
や
排
泄
能
の
低
下

が
認
め
ら
れ
る
た
め
、

薬
剤
を
少
量
よ
り
投
与

す
る
こ
と
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認

知
症
で
は
コ
リ
ン
エ
ス

テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
や
抗

精
神
病
薬
な
ど
に
過
敏

性
を
有
し
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
少
量
か
ら
の

投
与
開
始
を
講
じ
る
こ

と
も
大
事
で
す
。
投
薬

に
よ
り
副
作
用
が
出
現

し
て
も
、
認
知
症
患
者

は
症
状
を
的
確
に
伝
え

ら
れ
ず
、
介
護
者
も
気

付
き
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
リ
ン
エ

ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
に
よ
る
下
痢
や
嘔
気
な

ど
の
消
化
器
症
状
、
メ
マ
ン
チ
ン
に
よ
る
め

ま
い
な
ど
は
よ
く
経
験
す
る
副
作
用
で
す
。

ま
た
、
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
は
貼
付
剤
の
た

め
、
か
ぶ
れ
な
ど
の
皮
膚
症
状
が
起
き
や
す

い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
副
作
用

が
あ
る
こ
と
を
介
護
者
に
も
詳
細
に
伝
え
て

お
き
、
副
作
用
が
生
じ
た
際
に
は
早
期
発
見

で
き
る
よ
う
に
整
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
の
嘔
気

に
は
制
吐
役
で
あ
る
ド
ン
ペ
リ
ド
ン
な
ど
が

有
効
な
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
リ
バ
ス
チ
グ

ミ
ン
に
よ
る
皮
膚
症
状
は
保
湿
剤
を
背
部
な

ど
の
貼
付
部
位
に
塗
布
す
る
こ
と
で
予
防
で

き
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
適
切
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
患

者
全
て
に
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
な

ど
の
投
与
が
必
要
な
の
か
は
、
個
別
に
考
慮

す
べ
き
事
案
で
す
。
患
者
の
身
体
的
状
態
、

認
知
機
能
障
害
の
程
度
、
併
存
疾
患
、
Ａ
Ｄ

Ｌ
、
家
族
背
景
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
な

ど
様
々
な
要
因
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
投

薬
の
必
要
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　

認
知
症
の
治
療
は
、
現
状
で
は
コ
リ
ン
エ

ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
が
中
心
と
な
り
ま
す

が
、
症
状
や
併
存
疾
患
の
有
無
、
内
服
環
境

な
ど
多
角
的
な
観
点
か
ら
治
療
薬
を
選
択
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
認
知
症
患
者

の
独
居
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
な
ど
で

は
薬
剤
管
理
も
困
難
な
た
め
、
訪
問
介
護
、

訪
問
看
護
、
訪
問
薬
局
な
ど
の
方
た
ち
と
協

力
し
残
薬
調
整
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ

り
、
ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
す
る

こ
と
で
内
服
を
正
確
に
し
や
す
い
環
境
を
作

る
こ
と
も
大
切
と
考
え
ま
す
。
認
知
症
の
治

療
は
薬
物
療
法
の
み
で
解
決
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
個
人
の
特
性
に
応
じ
て

非
薬
物
療
法
も
選
択
し
、
患
者
自
身
の
み
な

ら
ず
介
護
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
環
境
を
整
え
る
な

ど
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

１
） Hansen RA et al : Clinical 

Interventions in Aging 3(2) : 211-
225, 2008

２
） Cummings JL et al : Neurology 

67(1) : 57-63, 2006

３
） Kojima T et al : Geriatr Gerontol 

Int 12 : 761-2, 2012

４
） Kojima T et al : Geriatr Gerontol 

Int 12 : 425-30, 2012

患者自宅　訪問薬剤師がおくすりカレンダーにセット

デイサービス　内服させてもらうシーン
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行
政
が
主
体
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

踏
み
込
ん
だ
現
場
報
告
で
し
た
!!

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｍ
ネ
ッ
ト
理
事　

大
津 

陽
子

「
富
谷
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
を
」
講
演
会
参
加
レ
ボ
ー
ト

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
仙
台
市
医
師
会
館
に
お

い
て
、
仙
台
敬
老
奉
仕
会
第
74
回
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
案
内
に
よ
る
と
、「
富

谷
市
で
は
、
市
を
挙
げ
て
寄
り
添
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
を
作
成
し
、
そ
れ
を
育
成
し
て

昨
年
10
月
か
ら
実
践
に
移
し
、
多
大
な
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
経
緯
を

富
谷
市
社
協
の
安
積
春
美
部
長
に
お
話
し
頂

き
ま
す
。
富
谷
市
の
こ
の
事
業
は
全
国
に
先

駆
け
た
も
の
で
、
各
方
面
の
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
入
り
口
で
検
温
・
手
指
の
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
後
、
健
康
状
態
の
ア
ン
ケ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク
と
海
外
渡
航
歴
チ
ェ
ッ
ク
し
、
連

絡
先
を
記
入
し
て
会
場
に
入
り
ま
す
。
会
場

は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
っ
た
椅

子
の
配
置
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

40
人
前
後
で
し
ょ
う
か
、
地
方
自
治
体
か

ら
の
参
加
者
や
会
員
と
思
し
き
高
齢
な
方
々

そ
し
て
演
者
を
取
り
巻
く
関
係
者
の
皆
さ

ん
。
静
か
な
中
、
講
演
内
容
へ
の
興
味
関
心

が
伺
え
る
こ
こ
ち
よ
い
緊
張
の
中
、
敬
老
奉

仕
会
の
鈴
木
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
吉
永
先
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
、
い
よ
い
よ
社
会
福
祉
協
議
会　

事
務

局
長　

安
積
春
美
さ
ん
か
ら
活
動
報
告
の
講

演
が
始
ま
り
ま
し
た
。約
一
時
間
の
中
で「
富

谷
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
を
─
と
み
サ

ポ
こ
こ
ろ
ね
か
ら
の
発
信
─
の
講
演
の
中

で
富
谷
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
始
ま

り
、
そ
し
て
現
状
と
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の

活
動
内
容
や
、
今
後
に
向
け
て
の
抱
負
を
熱

く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
最
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

さ
れ
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
サ

ポ
ー
タ
ー
さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
施
設
か
ら
の
発
言
も
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
講
演
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
、

心
に
残
っ
た
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

介
護
人
材
不
足
が
き
っ
か
け

　

吉
永
先
生
が
富
谷
市
長
に
、
寄
り
添
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
し
、
市
長
が
富
谷

市
に
お
い
て
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ

る
こ
と
を
決
め
た
。

　

国
の
補
助
な
し
で
富
谷
市
の
独
自
事
業
と

し
て
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
以
前
か
ら
実
施
し
て
い
た
社
会
福
祉
協

議
会
を
ベ
ー
ス
に
し
た
三
年
計
画
の
モ
デ
ル

事
業
で
す
。

地
域
と
施
設
の
支
え
合
い
モ
デ
ル
事
業

　

介
護
人
材
不
足
の
施
設
と
市
民
を
つ
な
ぐ

事
業
と
し
て
市
か
ら
施
設
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
派
遣
し
、
市
は
こ
れ
ま
で
の
地
域
と

施
設
の
支
え
合
い
事
業
を
拡
充
し
市
民
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
と
配
置
を
令
和
元
年

９
月
開
始
し
た
。

　

開
始
し
た
一
か
月
は
「
寄
り
添
い
」
に
不

慣
れ
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
サ
ポ
ー
タ
ー

の
役
割
理
解
と
共
有
が
で
き
て
い
な
い
戸
惑

い
の
時
期
で
あ
っ
た
。
調
整
を
し
て
、
三
か

月
後
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

施
設
職
員
の
関
係
が
良
好
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

つ
な
が
り
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
活
動

　

寄
り
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
市
の
事

業
と
し
て
始
ま
っ
て
以
来
、
４
ヶ
月
で
新
型

コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
と
な
っ

た
。

　

い
つ
終
わ
る
か
わ
か
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
に
お
い
て　
「
そ
の
中
で
も
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
の
声
が
あ

が
り　

つ
な
が
り
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
工
夫

を
考
え
て
き
た

　

社
協
と
施
設
と
福
祉
工
房
の
講
師
を
リ

モ
ー
ト
で
つ
な
ぎ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
を
実

施
し
制
作
物
わ
お
届
け
し
た
り
、
訪
問
の
工

夫
を
し
て
つ
な
が
り
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
活

動
を
し
て
い
る

活
動
を
通
し
て
わ
か
っ
た
こ
と

★ 

お
互
い
に
寄
り
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
待
っ
て
い
た

★ 

ピ
ン
ク
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
覚
え
て
い

て
く
れ
た

★
あ
り
が
と
う
の
笑
顔
が
見
れ
た　

★ 

施
設
職
員
に
と
っ
て
も
、
外
部
者
が
入
る

こ
と
に
よ
る
、ほ
ど
よ
き
緊
張
が
生
ま
れ
、

開
か
れ
た
施
設
に
な
る
。

★ 
吉
永
先
生
の
教
え
に
よ
り
、「
た
だ
そ
こ

に
い
る
だ
け
で
何
も
し
な
く
で
い
い
ん

だ
」
と
分
か
っ
た

★ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
分
の
元
気
と
し

て
返
っ
て
く
る

今
後
に
つ
い
て

　

在
宅
・
施
設
に
と
ら
わ
れ
ず
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
市
民
が
支
え
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
の

実
現
に
よ
る
地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
た
い

講
演
会
を
聴
講
し
て

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
寄
り
添
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
可
能
な
の
か
・
・
と
の
思
い
の
中
、

聴
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
治
体
が
事
業
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
画
し
て
く
れ
れ
ば
ど
ん
な
に
か
受
け
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る
側
も
実
施
す
る
側
も
安
心
し
て
活
動
で
き

る
か
と
常
日
頃
よ
り
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

な
る
ほ
ど
「
介
護
人
材
不
足
」
と
「
地
域
包

括
ケ
ア
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
に
実

践
可
能
な
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

吉
永
先
生
と
い
う
指
導
者
が
率
い
る
仙
台

敬
老
奉
仕
会
と
い
う
組
織
と
の
連
携
に
よ

り
、
他
地
域
で
は
な
か
な
か
実
現
で
き
な

か
っ
た
寄
り
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
富

谷
市
で
は
自
治
体
と
し
て
日
本
で
初
め
て
実

現
し
た
の
だ
と
お
も
い
ま
す
。
や
は
り
自
治

体
ト
ッ
プ
の
英
断
が
あ
っ
て
の
実
現
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

主
催
者
・
参
加
者
の
強
い
思
い
が
会
場
の

熱
気
と
し
て
熱
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
や
っ
て
い
る
人
が
元
気
に

な
る
!
」
そ
の
通
り
、
参
加
者
・
発
言
者
と

も
に
お
元
気
で
し
た
。

　

仙
台
敬
老
奉
仕
会
の
活
動
は
東
京
、
そ
し

て
全
国
で
実
践
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
示
唆

す
る
実
践
モ
デ
ル
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｍ
ネ
ッ
ト
は

仙
台
敬
老
奉
仕
会
の
活
動
に
協
賛
し
協
同
で

き
る
こ
と
を
祈
念
し
レ
ポ
ー
ト
の
ま
と
め
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

日本認知症予防学会東京都支部

　東京支部には全国どこからでも、また、どなたでも参加できます。
　支部活動は以下の支部規約をご参照ください。日本認知症予防学会本部との連携のもと、認知症に関わる人材
育成に積極的に取り組んでいます。特にコロナ禍の現状においても関係者・関係団体のスキルアップと認知症予
防専門士制度による人材育成に向けて活動を開始します。支部会員として共に認知症への理解を深め、実践者と
して取り組んでまいりましょう。

日本認知症予防学会東京都支部  規約　（一部抜粋）
【目的】 
第 3 条  本支部は認知症予防に関連する諸分野の科学
的研究の進歩発展を図り、その成果を東京都民に還元
するとともに、医療・保健・福祉の向上に寄与するこ
とを目的とする。  

【事業】 
第 4 条  本支部は第 3 条の目的を達成するために次の
事業を行う。 

（1）学術集会（講演会・研究会・講習会など）の開催 
（2） 東京都における認知症予防の取り組みへの啓発、

支援 
（3） 日本認知症予防学会並びに関係諸団体との協力と

連携 
（4）その他、本会の目的を達成するために必要な事業  

【会員】 
第 5 条  本支部の会員は次のとおりとする。 

（1） 正会員  本支部の目的に賛同し、所定の会費を納
入した者。 

（2） 賛助会員  本支部の事業を後援する目的で所定の
会費を納入した団体または個人。  

第 6 条  会員になろうとするものは、別に定める入会
申込書を事務局へ提出し、支部長の承認を得なければ
ならない。

【研究会】 
第 21 条  支部は、毎年 1 回以上学術集会を開催する。 
１． 学術集会は、支部長が任命した者がその運営にあ

たる。 
２．学術集会への参加は非会員も可能。

日本認知症予防学会東京都支部  規約細則（会費規則）  
【総則】 
第１条  この規則は、日本認知症予防学会東京都支部

（以下「本支部」という）規約第 23 条・第 26 条の規
定により、本支部の会費について定めるものとする。 
　２　 会費については、本支部の規約に定められたこ

とのほかはこの規則による。  

【会費】 
第 2 条  本支部の会費は次のとおり定める。  
支部役員（医師） 年額 1,000 円 
支部役員（医師以外） 年額 1,000 円 
正会員（医師） 年額 1,000 円 
正会員（医師以外） 年額 1,000 円  
賛助会員 一口 30,000 円 
     2　 会費は当該会計年度の間で本支部事務局より指

定された方法並びに期日内に年額の金額を一括
で納めなければならない。

会員申込書（送付状） 
日本認知症予防学会 東京都支部 事務局 御中 

 
 

お申込日：   年   月   日 
 

日本認知症予防学会 東京都支部 会員申込 

貴機関名・団体名  

連絡先 
※関係書類送付等 

氏名 

書類送付先  所属先・ご自宅     〇をお願い致します。 

住所 
〒 
 

TEL： 

FAX： 

E-mail： 

申込詳細 

会員：1000円 
会員につきまして、会報・講演会・研修会等の各種ご案内。 

振込先：三菱 UFJ銀行 新富町支店（普通）0183700 
口座名：日本認知症予防学会 東京都支部 支部長 鈴木正彦 
 
※振込手数料につきましては、ご負担の程ご承知申し上げます。 

 
なお、ご不明な点等ございましたら、下記までご連絡お願いいたします。 

FAX送付先及び連絡先 

送付先：日本認知症予防学会 東京都支部  

事務局 担当者：斉藤 

FAX：03-3553-0757 

連絡先 TEL：03-3553-0631 

E-mail：info@tokyoninchishou.jp 

 

入 会 案 内
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認
知
症
患
者
の

　 

キ
ュ
ア
と
ケ
ア

　

新
型
コ
ロ
ナ
下
で
、
経
済
活
動
は
対
面

産
業
と
リ
モ
ー
ト
産
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
便

利
と
不
便
、
長
所
と
短
所
、
効
率
性
と
非

効
率
性
を
顕
在
化
し
た
よ
う
に
思
う
。
対

面
産
業
の
抑
制
を
補
い
、
支
援
す
る
た
め

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
、
Ｉ
Ｔ
の
技
術
進

歩
と
相
俟
っ
て
す
で
に
多
く
の
分
野
で

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
呼
ば
れ
、
立
場
を
逆

転
さ
せ
て
い
る
。
も
は
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
お
い
て
も
元
に
戻
る
こ
と
は
望
め
な
い

で
あ
ろ
う
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

の
収
束
を
待
つ
も
の
は
時
代
か
ら
取
り
残

さ
れ
、
前
向
き
に
改
革
す
る
者
は
新
た
な

局
面
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
顕
著
な
事
例
の
一
つ
に
な
る
の

が
、
学
会
発
表
の
在
り
方
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
対
面
の
学
会
発
表
が
制
限
さ
れ
た

た
め
に
、
今
ま
で
普
通
に
行
わ
れ
て
き

た
学
会
参
加
の
対
面
発
表
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
へ

と
変
わ
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
変
革
と
合

わ
せ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
利
便

性
が
見
直
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
が

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
（
新
常
態
）
に
な
っ
て

き
た
よ
う
に
思
う
。

認
知
症
ケ
ア
は
日
常
的
な
営
み

　

私
事
で
恐
縮
だ
が
、妻
は
脊
柱
管
手
術
、

脳
梗
塞
、
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
血
症
と
い
う
重

篤
な
疾
患
で
入
院
し
た
。
脳
梗
塞
と
カ
ル

シ
ュ
ウ
ム
血
症
の
入
院
で
は
、
脳
血
管
性

の
認
知
機
能
の
低
下
が
発
症
し
、
認
知
機

能
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
レ
ミ
ニ
ー
ル
と

メ
マ
リ
ー
を
服
用
し
て
い
る
。
私
は
85

歳
、
妻
は
89
歳
の
高
齢
者
で
あ
る
。
介

護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
、
今

は
老
々
介
護
を
し
て
い
る
。

　

妻
の
介
護
体
験
で
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
認
知
症
者
の
医
療
は
、
進
行
を
抑
え

る
薬
の
服
用
は
必
須
で
あ
る
が
、
そ
の
他

に
、
個
別
的
な
ケ
ア
が
疾
患
の
進
行
を
抑

え
る
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
を

体
験
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
エ
ビ

デ
ン
ス
と
言
わ
れ
る
科
学
的
な
証
明
の
な

い
領
域
で
あ
る
が
、
こ
の
領
域
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。
認
知

症
患
者
の
交
流
、
言
動
の
傾
聴
、
受
容
、

理
解
な
ど
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
か

ら
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
音
楽
療
法
、
美
容
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
、
具
体
的
な
対
応
に

は
日
常
的
な
様
々
な
心
遣
い
や
気
づ
き
が

大
切
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

日
本
認
知
症
予
防
学
会
は
そ
れ
ら
の
す

べ
て
の
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
組
織
団
体
で

あ
る
と
、
私
は
認
識
し
て
い
る
。
医
師
の

み
で
な
く
多
分
野
の
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の

資
格
制
度
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ

の
こ
と
が
頷
け
る
。

高
齢
者
施
設
の

認
知
症
患
者
の
孤
独

　

私
は
３
年
半
前
に
介
護
付
き
有
老
老
人

ホ
ー
ム
と
い
う
類
型
の
高
齢
者
施
設
に
入

居
し
た
。
此
処
で
の
生
活
で
最
も
驚
い
た

こ
と
は
認
知
症
患
者
の
多
さ
と
症
状
の
進

行
の
早
さ
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
の
国
の

調
査
に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
７
人
に
１
人
が
認
知
症
で
、
２
０
２
５

年
に
は
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と

い
う
。
と
こ
ろ
が
私
の
入
居
す
る
施
設
は

半
数
以
上
が
認
知
症
の
よ
う
に
見
え
る
。

こ
れ
は
、
高
齢
化
社
会
の
核
家
族
化
が
進

む
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
担
い
手
で
あ
っ
た

認
知
症
患
者
の
家
族
ケ
ア
の
困
難
さ
が
作

り
出
し
た
高
齢
者
施
設
の
実
態
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
高
齢
者
施
設
は
、
介
護
職
の

人
材
不
足
が
深
刻
度
を
増
し
、
職
員
は
認

知
症
ケ
ア
に
専
念
で
き
な
い
現
実
が
あ

る
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
見
守
り
セ
ン
サ
ー

の
導
入
な
ど
の
進
捗
状
況
も
芳
し
く
な

く
、
外
国
人
介
護
職
の
採
用
も
規
制
が
厳

し
い
。

　

人
材
の
逼
迫
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

重
視
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
だ
ろ
う
が
、
個
別
ケ
ア
を
求
め
ら

れ
る
認
知
症
ケ
ア
に
は
決
し
て
適
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
こ
う
し
た
難
題
は
施

設
毎
の
対
応
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な

く
、
入
居
し
た
認
知
症
患
者
が
気
の
毒
で

あ
る
。
す
べ
て
の
類
型
の
協
会
が
一
体
と

な
り
、
自
治
体
も
加
わ
っ
て
打
開
策
を
求

め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
人
材
育

成
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
は
喫
緊
の
課

題
で
な
な
か
ろ
う
か
。

　

私
ど
も
は
２
０
１
３
年
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
仙
台
敬
老
奉
仕
会
の
「
寄
り
添
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
共
感
・
共
振
し
て
東
京

首
都
圏
に
も
広
げ
る
活
動
を
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
会
報
２
号
に
も
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
仙
台
敬
老
奉
仕

会
の
「
よ
り
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
、

宮
城
県
富
谷
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
取

組
み
に
よ
っ
て
新
し
い
局
面
を
ひ
ら
い
て

い
る
。（
こ
の
内
容
は
大
津
副
事
務
局
長

の
レ
ー
ポ
ー
ト
を
参
照　

本
号
〇
頁
に
掲

載
）

認
知
症
患
者
に
資
す
る

現
場
の
体
験
発
表
を
募
集
！！

　

新
型
コ
ロ
ナ
下
で
、
日
本
認
知
症
予
防

学
会
「
東
京
都
支
部
」
は
、
い
ま
何
を
為

す
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
東
京
都
支

部
は
「
会
報
・
セ
ミ
ナ
ー
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
３

媒
体
」
の
相
乗
効
果
の
活
性
化
策
に
注
力

し
、
そ
の
突
破
口
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
。
私
ど
も
は
、
簡
素
で
小
回
り
の
利
く

常
設
ス
タ
ジ
オ
を
用
意
し
、
ダ
ウ
ン
サ
イ

ズ
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
頻
回
に

開
催
す
る
た
め
の
実
施
計
画
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

先
ず
は
認
知
症
ケ
ア
の
現
場
経
験
の
あ

る
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
研
究
発
表

か
ら
始
め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
の
進

め
方
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の

演
題
を
広
く
募
集
し
て
、
東
京
都
支
部
の

理
事
の
審
査
の
上
、
出
演
依
頼
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
ま
ず
多

彩
な
講
師
陣
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
不
可
欠

で
あ
る
。
会
員
各
位
の
ご
指
導
、ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

日
本
認
知
症
予
防
学
会 

東
京
都
支
部
事
務
局
長

二
宮 

英
温

オ
ハ
セ

ン
イ
ミ

ラ
ブ
ナ

イ
リ
ー

ン
ッ ド


